
「
戦
後
政
治
秩
序
の
終
焉
」
？

―
二
〇
二
三
年
一
一
月
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙

水

島

治

郎

は
じ
め
に

「
有
権
者
は
そ
の
意
思
を
示
し
た
の
だ
。
も
う
自
由
党
を
無
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
」

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
二
日
、
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
の
夜
、
ハ
ー
グ
の
カ
フ
ェ
で
行
わ
れ
た
自
由
党
（
Ｐ
Ｖ
Ｖ
）
の
集
会
は
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
た
。
開
票
速
報
に
よ
る
と
、
ヘ
ー
ル
ト
・
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
率
い
る
急
進
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
・
自
由
党
の
獲
得
議
席
は

予
想
を
大
き
く
上
回
り
、
二
位
以
下
に
大
差
を
つ
け
て
初
の
第
一
党
が
確
実
と
な
っ
た
。
開
票
開
始
後
、
獲
得
予
想
議
席
は
三
五
議

席
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
三
七
議
席
に
伸
び
た
。
こ
の
三
七
議
席
と
い
う
数
字
は
、
自
由
党
の
最
高
記
録
（
二
〇
一

〇
年
の
二
四
議
席
）
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
前
回
（
二
〇
二
一
年
）、
前
々
回
（
二
〇
一
七
年
）
の
第
一
党
（
い
ず
れ
も

自
由
民
主
人
民
党
（
Ｖ
Ｖ
Ｄ
））
の
獲
得
議
席
を
も
上
回
っ
た
。
獲
得
票
数
は
二
四
〇
万
票
を
超
え
、
オ
ラ
ン
ダ
の
全
自
治
体
三
四
二

の
う
ち
二
五
〇
を
超
え
る
自
治
体
で
第
一
党
の
座
を
占
め
た
。
自
由
党
の
圧
勝
だ
っ
た
。
長
年
に
わ
た
り
野
党
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ

て
き
た
党
首
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
開
票
速
報
を
受
け
、
冒
頭
の
発
言
と
と
も
に
、
感
極
ま
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
の
政
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治
家
人
生
で
最
高
の
日
だ
」。

そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
に
つ
い
て
、
な
ぜ
急
進
右
派
の
自
由
党
が
第
一
党
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
政
治
史
上
前
例
の

な
い
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
と
政
党
政
治
の
展
開
、
有
権
者
の
動
向
に
注
目
し
て
分
析
す
る
。
ま
た
そ
れ
と

併
せ
、
選
挙
後
の
各
党
の
動
き
と
連
立
政
権
形
成
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
追
う
こ
と
と
し
た
い
。

選
挙
結
果
に
つ
い
て

は
じ
め
に
選
挙
結
果
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
オ
ラ

ン
ダ
の
下
院
は
総
議
席
一
五
〇
議
席
を
比
例
代
表
制
で

政
党
が
争
う
形
を
と
る
が
、
そ
の
さ
い
、
最
後
の
一
議

席
ま
で
政
党
に
配
分
す
る
「
完
全
比
例
代
表
制
」
を
採

用
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
政
党
の
議
席
獲
得
に

必
要
な
最
低
得
票
率
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か

〇
・
六
七
％
程
度
の
得
票
率
で
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
オ
ラ
ン
ダ
全
体
で
有
効
投

票
総
数
が
一
〇
〇
〇
万
票
で
あ
れ
ば
、
七
万
票
程
度
の

得
票
で
一
議
席
を
獲
得
し
、
議
会
に
議
員
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
。
近
年
は
、
こ
の
参
入
障
壁
の
低
さ
を
活
用

す
る
形
で
新
党
、
小
党
の
進
出
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
多

表１ ２０２３年１１月オランダ総選挙結果（議席数）

３７

２５

２４

２０

９

７

５

５

３

３

３

３

３

１５０

自由党（PVV）

左派統一リスト

自由民主人民党（VVD）

「新しい社会契約」（NSC）

Ｄ６６

農民市民連盟（BBB）

キリスト教民主アピール （CDA）

社会党

動物党

民主フォーラム

キリスト教同盟

デンク

（その他）

総議席数
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党
化
が
進
ん
で
い
る
。
二
〇
二
三
年
選
挙
で
も
二
六
党
が
参
加
し
、
一
五
党
が
議
席
を
獲
得
し
た
。

具
体
的
な
議
席
配
分
は
表
一
の
通
り
で
あ
る
。
投
票
率
は
七
七
・
八
％
で
あ
り
、
前
回
、
前
々
回
を
若
干
下
回
っ
た
。

ふ
だ
ん
国
際
的
な
関
心
の
対
象
に
な
る
こ
と
の
少
な
い
オ
ラ
ン
ダ
政
治
だ
が
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
の
総
選
挙
結
果
に
は
世
界
の

注
目
が
集
ま
っ
た
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
自
由
党
の
大
勝
に
つ
い
て
、
国
内
メ
デ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
扱
い
、

衝
撃
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
特
に
自
由
党
が
コ
ー
ラ
ン
や
モ
ス
ク
の
禁
止
を
主
張
し
、
Ｅ
Ｕ
脱
退
を
訴
え
る
急
進
右
派
政
党
で
あ

る
こ
と
は
広
く
報
じ
ら
れ
た
。
そ
も
そ
も
近
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
二
〇
二
二
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
総
選
挙
で
急
進
右
派
政

党
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
が
保
守
第
一
党
に
躍
進
し
て
閣
外
協
力
に
よ
り
右
派
連
立
政
権
を
誕
生
さ
せ
、
イ
タ
リ
ア
総
選
挙
で
は

急
進
右
派
政
党
「
イ
タ
リ
ア
の
同
胞
」
が
第
一
党
と
な
り
、
党
首
の
ジ
ョ
ル
ジ
ャ
・
メ
ロ
ー
ニ
を
首
班
と
す
る
右
派
連
立
政
権
が
誕

生
す
る
な
ど
、「
右
旋
回
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
、
か
つ
て
移
民
・
難
民
に
寛
容
と
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
自
由
党
が

第
一
党
と
な
っ
た
こ
と
で
、
反
移
民
、
反
難
民
、
反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
波
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
覆
う
の
で
は
な
い

か
、
と
の
懸
念
が
広
が
っ
た
の
で
あ（

１
）る

。

総
選
挙
に
至
る
ま
で

―
ル
ッ
テ
（
リ
ュ
テ
）
政
権
の
崩
壊

さ
て
今
回
、
前
回
の
総
選
挙
（
二
〇
二
一
年
三
月
）
か
ら
二
年
八
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
れ
ま

で
一
三
年
続
い
た
ル
ッ
テ
政
権
が
崩
壊
し
、
内
閣
が
総
辞
職
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
七
月
七
日
、
ル
ッ
テ
首
相
は
閣
内
不

一
致
を
理
由
に
内
閣
総
辞
職
を
国
王
に
申
し
出
、
こ
れ
に
よ
り
四
党
連
立
政
権
が
崩
壊
し
、
一
一
月
に
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
も
誰
も
が
驚
い
た
こ
と
に
、
ル
ッ
テ
は
自
ら
が
総
選
挙
に
出
馬
し
な
い
こ
と
、
選
挙
後
は
政
界
を
離
れ
る
こ
と
を
明

言
し
、
情
勢
は
一
気
に
流
動
化
し（

２
）た

。

「戦後政治秩序の終焉」？
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内
閣
崩
壊
の
直
接
の
原
因
は
、
難
民
政
策
を
め
ぐ
り
与
党
内
に
亀
裂
が
生
じ
、
閣
内
不
一
致
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
年

（
二
〇
二
二
年
）
に
オ
ラ
ン
ダ
に
入
国
し
た
難
民
申
請
者
は
、
シ
リ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
か
ら
の
入
国
者
を
中
心
に
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
二
〇
一
〇
年
代
末
の
水
準
を
大
き
く
上
回
り
、
総
計
四
万
六
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。

こ
の
難
民
申
請
の
大
幅
な
増
加
は
、
も
と
も
と
十
分
と
は
言
え
な
い
オ
ラ
ン
ダ
の
難
民
受
け
入
れ
態
勢
を
強
く
圧
迫
し
た
。
オ
ラ

ン
ダ
で
は
、
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
州
に
あ
る
テ
ル
・
ア
ペ
ル
難
民
セ
ン
タ
ー
が
難
民
申
請
者
の
手
続
き
を
行
う
場
所
と
定
め
ら
れ
て
き

た
が
、
来
訪
者
数
の
急
増
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
付
近
で
屋
外
に
寝
泊
ま
り
す
る
人
が
多
数
生
じ
、
衛
生
状
態
が
悪
化
し
た
。

貧
弱
な
受
け
入
れ
態
勢
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
他
方
で
地
域
住
民
の
中
に
は
、
難
民
セ
ン
タ
ー
そ
の
も
の
を

問
題
の
発
生
源
と
し
て
、
即
時
閉
鎖
を
要
求
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。

各
方
面
か
ら
批
判
が
高
ま
り
、
苦
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
ル
ッ
テ
政
権
で
は
、
難
民
対
応
を
め
ぐ
り
連
立
与
党
に
鋭
い
亀
裂

が
走
る
。
ル
ッ
テ
首
相
と
彼
を
支
え
る
自
由
民
主
人
民
党
は
、
難
民
の
家
族
に
つ
い
て
入
国
を
制
限
す
る
歯
止
め
策
を
提
示
し
、
こ

れ
に
連
立
与
党
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
も
賛
同
す
る
。
し
か
し
中
道
左
派
の
連
立
与
党
、
Ｄ
６６
と
キ
リ
ス
ト
教
同
盟
は
、
移

民
・
難
民
政
策
に
相
対
的
に
リ
ベ
ラ
ル
な
姿
勢
を
と
っ
て
お
り
、
難
民
の
家
族
入
国
を
制
限
す
る
提
案
に
強
く
反
対
し
た
。
四
党
間

の
協
議
は
決
裂
し
、
ル
ッ
テ
首
相
は
内
閣
総
辞
職
を
表
明
し
た
。
そ
し
て
ル
ッ
テ
は
政
界
引
退
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

内
閣
崩
壊
の
経
緯
か
ら
し
て
、
総
選
挙
の
有
力
な
争
点
の
一
つ
が
難
民
問
題
と
な
る
こ
と
は
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た
。
そ
し
て

自
由
民
主
人
民
党
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
利
と
い
え
な
か
っ
た
。
確
か
に
自
由
民
主
人
民
党
は
、
ル
ッ
テ
と
い
う
選

挙
の
「
顔
」
な
く
し
て
選
挙
に
臨
む
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
他
方
で
「
移
民
・
難
民
に
厳
し
い
党
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
掲
げ

て
選
挙
戦
を
戦
う
こ
と
で
、
移
民
・
難
民
を
め
ぐ
り
硬
化
し
て
い
る
世
論
を
背
景
に
、
支
持
を
伸
ば
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期

待
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
選
挙
は
、
難
民
問
題
を
契
機
に
解
散
・
総
選
挙
と
い
う
筋
書
き
を
描
い
た
ル
ッ
テ
首

《論 説》
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相
の
「
置
き
土
産
」
と
い
う
面
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
自
由
民
主
人
民
党
は
、
ル
ッ
テ
の
後
継
者
と
し
て
ト
ル
コ
系
女
性
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
を
選
定
し
、
彼
女
を
筆
頭
候
補
者

と
し
て
擁
立
し
て
選
挙
戦
に
臨
む
。
自
由
民
主
人
民
党
は
、
一
三
年
に
わ
た
り
第
一
党
と
し
て
ル
ッ
テ
首
相
を
支
え
た
政
党
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
ル
ッ
テ
の
後
継
リ
ー
ダ
ー
は
首
相
の
座
を
狙
う
本
命
候
補
と
目
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
史
上
初
の
女
性
、
初

の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
の
首
相
が
誕
生
す
る
と
い
う
期
待
が
、
否
が
応
で
も
高
ま
っ
た
。

混
迷
す
る
選
挙
戦

し
か
し
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
か
っ
た
。
自
由
民
主
人
民
党
の
行
く
手
に
は
、
前
回
二
〇
二
一
年
選
挙
の
時
に
は
存
在
し
な
か
っ

た
、
い
く
つ
も
の
新
勢
力
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
め
の
新
勢
力
は
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
統
一
左
派
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ル
ッ
テ
退
陣
表
明
を
踏
ま
え
、
労
働
党
と
グ
リ
ー
ン
レ

フ
ト
の
二
党
が
結
集
し
、
政
権
獲
得
を
目
指
し
て
総
選
挙
に
合
同
リ
ス
ト
で
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
が
、
労

働
党
の
決
定
的
な
退
潮
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
民
主
主
義
の
栄
光
あ
る
歴
史
を
一
身
に
背
負
い
、
世
紀
転
換
期
に
は
欧
州
社
民

「
第
三
の
道
」
の
担
い
手
、
ウ
ィ
ム
・
コ
ッ
ク
首
相
な
ど
著
名
人
を
輩
出
し
た
労
働
党
は
、
二
〇
一
七
年
選
挙
以
降
、
獲
得
議
席
が

一
桁
に
落
ち
込
む
な
ど
大
敗
北
を
喫
し
て
お
り
、
党
と
し
て
の
存
立
を
危
ぶ
む
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
他
方
、
当
初
は
小
党
に
過
ぎ

な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
は
、
気
候
変
動
問
題
に
敏
感
な
若
者
層
な
ど
の
多
様
な
支
持
を
得
て
拡
大
し
、
労
働
党
と
立
場
を
逆
転

さ
せ
て
い
た
。
こ
の
状
況
で
両
党
は
、「
グ
リ
ー
ン
か
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
を
旗
印
に
合
同
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
政
権
獲
得
を
目
指
し

て
一
一
月
選
挙
に
臨
む
こ
と
と
な
り
、
事
実
上
の
左
派
新
党
の
結
党
に
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
新
鮮
な
驚
き
を
呼
び
起
こ
し
た
の
は
、
統
一
リ
ス
ト
の
首
相
候
補
者
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
欧
州
委
員
会
副

「戦後政治秩序の終焉」？
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委
員
長
を
務
め
た
フ
ラ
ン
ス
・
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
労
働
党
出
身
の
大
物
政
治
家
で
あ
り
、
欧
州
委
員
と
し
て

Ｅ
Ｕ
の
環
境
政
策
、
特
に
気
候
変
動
対
策
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
は
、
国
際
的
な
知
名
度
を
誇
り
、
し
か
も
労

働
党
と
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
双
方
の
支
持
者
に
訴
求
力
を
持
つ
稀
有
な
立
ち
位
置
に
あ
り
、
統
一
左
派
リ
ス
ト
の
筆
頭
候
補
者
と
し

て
最
適
の
人
材
と
思
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
そ
れ
ま
で
の
左
派
の
「
分
裂
」
を
克
服
し
、
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
「
顔
」
を
前
面
に
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
統
一
左

派
リ
ス
ト
は
、
左
派
の
新
た
な
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
、
一
時
は
支
持
率
ト
ッ
プ
を
走
っ
た
こ
と
で
、
久
々
の
左
派
に

よ
る
政
権
奪
還
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
な
お
統
一
リ
ス
ト
の
選
挙
綱
領
は
、
両
党
の
協
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
、
高
所
得
者
や
大
企

業
へ
の
課
税
強
化
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
な
ど
、
両
党
の
主
要
政
策
を
い
ず
れ
も
含
む
も
の
と
な
っ
た
。

二
つ
め
の
新
勢
力
は
、
ピ
ー
テ
ル
・
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
が
個
人
で
立
ち
上
げ
た
新
党
「
新
た
な
る
社
会
契
約
」（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
で
あ

る
。
彼
は
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
に
属
し
、
議
会
経
験
の
長
い
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
で
あ
る
が
、
自
党
が
与
党
で
あ
っ

て
も
政
府
批
判
を
た
め
ら
わ
ず
、
弱
者
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
広
く
共
感
を
よ
び
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
所
属
時
か
ら
党
の
内

外
に
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
た
。
彼
は
逡
巡
の
末
、
新
党
を
結
成
し
て
一
一
月
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
が
、
数
十
議
席

の
獲
得
が
予
測
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
候
補
者
選
定
を
始
め
る
と
い
う
に
わ
か
仕
立
て
ぶ
り
だ
っ
た
。
行
政
改
革
、
憲
法
裁
判
所
の
新

設
、
市
民
の
生
活
保
障
な
ど
の
政
策
を
掲
げ
、
既
成
政
治
か
ら
の
転
換
を
訴
え
、
選
挙
の
台
風
の
目
と
な
っ
た
。

な
お
、
比
較
的
新
し
い
政
党
で
あ
る
農
民
市
民
運
動
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
）
の
動
向
も
注
目
さ
れ
た
。
同
党
は
二
〇
二
三
年
春
、
上
院
選
を

兼
ね
る
州
議
会
統
一
選
挙
で
第
一
党
に
躍
進
し
て
お
り
（
上
院
総
議
席
七
五
議
席
中
一
六
議
席
を
占
め
た
）、
当
初
は
総
選
挙
で
第
一
党

を
窺
う
と
の
見
方
も
あ
っ
た
。
こ
の
農
民
市
民
運
動
は
、
政
府
に
よ
る
環
境
規
制
の
強
化
、
特
に
窒
素
排
出
規
制
に
よ
り
農
民
が
重

い
負
担
と
廃
業
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
正
面
か
ら
反
対
し
、
大
都
市
優
先
の
既
成
政
治
を
批
判
す
る
な
ど
、
独
自
の
角
度
か
ら
主
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張
を
訴
え
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
、
既
成
政
党
を
脅
か
し
た
。
た
だ
、
二
〇
二
三
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、「
新
し
い
社
会
契

約
」
の
支
持
拡
大
と
裏
腹
に
農
民
市
民
運
動
へ
の
支
持
は
低
下
し
、
下
院
第
一
党
に
手
が
届
く
可
能
性
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
上
院
の
最
大
会
派
を
有
す
る
農
民
市
民
運
動
は
、
連
立
交
渉
の
際
に
重
要
な
カ
ギ
を
握
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ル
ッ
テ
首
相
の
引
退
表
明
で
空
白
状
況
が
生
じ
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
新
た
な
政
治
勢
力
の
参
入
と
再
編

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
行
し
た
こ
と
で
、
自
由
民
主
人
民
党
の
優
位
は
自
明
で
は
な
く
な
る
。
三
党
、
す
な
わ
ち
自
由
民
主
人
民
党
、

統
一
左
派
リ
ス
ト
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
い
ず
れ
が
第
一
党
の
座
を
手
に
す
る
の
か
、
明
確
に
予
測
で
き
る
者
は
だ
れ
も
お
ら

ず
、
情
勢
は
混
沌
と
し
た
。

な
お
本
番
で
第
一
党
と
な
る
自
由
党
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
一
月
選
挙
に
至
る
期
間
中
、
注
目
が
集
ま
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

予
想
獲
得
議
席
は
せ
い
ぜ
い
二
〇
議
席
弱
だ
っ
た
。
第
一
党
の
座
を
狙
う
前
述
の
三
党
の
後
塵
を
拝
し
、
第
四
党
の
座
に
収
ま
る
の

が
せ
い
ぜ
い
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
視
界
不
良
の
状
況
で
、
一
一
月
二
二
日
、
オ
ラ
ン
ダ
は
投
票
日
を
迎
え
た
。

た
だ
、
実
は
投
票
日
直
前
に
世
論
の
風
向
き
が
若
干
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
感
じ
取
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
由
党

の
支
持
拡
大
で
あ
る
。
投
票
日
近
く
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
党
首
討
論
会
な
ど
で
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
「
柔
軟
な
」
姿
勢
を
示
し
、
コ
ー

ラ
ン
禁
止
や
モ
ス
ク
禁
止
と
い
っ
た
年
来
の
急
進
的
な
主
張
を
和
ら
げ
る
姿
勢
を
示
唆
し
た
こ
と
が
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
「
現
実
路

線
」
に
転
じ
た
と
し
て
評
価
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
受
け
、
選
挙
予
測
を
行
う
各
社
は
自
由
党
の
予
想
獲
得
議
席

を
上
方
修
正
し
、
投
票
前
日
の
時
点
で
、
一
六
―
一
八
議
席
で
は
な
く
二
八
議
席
程
度
に
ま
で
引
き
上
げ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
支

持
率
上
昇
に
よ
り
、
自
由
党
が
他
の
政
党
と
並
ん
で
第
一
党
の
座
を
窺
う
と
こ
ろ
に
ま
で
達
し
た
こ
と
を
、
各
社
は
掴
ん
で
い
た
。

そ
の
た
め
、
投
票
日
前
日
の
時
点
で
見
れ
ば
、
第
一
党
の
有
力
候
補
と
し
て
自
由
民
主
人
民
党
、
統
一
左
派
リ
ス
ト
、「
新
し
い
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社
会
契
約
」
の
三
党
に
自
由
党
が
加
わ
り
、
こ
の
四
党
に
よ
る
文
字
通
り
の
混
戦
模
様
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

選
挙
結
果
の
「
衝
撃
」

し
か
し
本
番
の
投
票
結
果
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
、
各
調
査
会
社
、
そ
し
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
論
者
の
予
想
を
大
き
く
裏
切
っ
た
。
自
由

党
が
各
社
の
直
前
予
想
を
さ
ら
に
一
〇
議
席
近
く
上
回
る
三
七
議
席
を
獲
得
し
、
第
二
党
以
下
に
大
差
を
つ
け
て
第
一
党
と
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
投
票
日
直
前
、
各
社
は
自
由
党
の
得
票
率
と
し
て
一
七
―
一
八
％
を
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
な
得
票
率
は

二
三
・
五
％
に
達
し
た
。
全
自
治
体
の
三
分
の
二
を
超
え
る
自
治
体
で
自
由
党
は
第
一
党
と
な
り
、
南
部
の
ブ
ラ
バ
ン
ト
州
の

リ
ュ
ー
ス
フ
ェ
ン
と
い
う
小
都
市
で
は
、
得
票
率
が
五
〇
％
を
超
え
た
。

第
二
党
は
統
一
左
派
リ
ス
ト
（
二
五
議
席
）、
第
三
党
は
自
由
民
主
人
民
党
（
二
四
議
席
）、
そ
し
て
第
四
党
は
「
新
し
い
社
会
契

約
」（
二
〇
議
席
）
だ
っ
た
。
こ
の
三
党
が
選
挙
戦
中
に
第
一
党
を
競
い
、
ほ
ぼ
互
角
の
選
挙
戦
を
戦
っ
た
あ
げ
く
、
自
由
党
に
最

後
に
一
気
に
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
。

第
五
党
以
下
の
獲
得
議
席
は
い
ず
れ
も
一
桁
で
あ
る
。
連
立
与
党
を
構
成
す
る
中
道
左
派
の
Ｄ
６６
は
前
回
二
四
議
席
を
大
幅
に
減

ら
し
て
九
議
席
、
同
じ
く
与
党
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
は
前
回
一
五
議
席
か
ら
五
議
席
に
沈
ん
で
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
系
政
党

の
デ
ン
ク
（
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
）
は
変
わ
ら
ず
三
議
席
だ
っ
た
。

他
方
、
前
回
一
議
席
だ
っ
た
農
民
市
民
運
動
は
七
議
席
に
伸
び
た
。
有
権
者
は
概
し
て
連
立
与
党
に
厳
し
く
あ
た
り
、
新
党
や
新

リ
ス
ト
、
そ
し
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
政
党
た
る
自
由
党
に
強
い
支
持
を
与
え
た
と
い
え
る
。
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自
由
党
の
勝
因

そ
れ
で
は
自
由
党
の
勝
因
は
何
だ
っ
た
の（

３
）か

。

第
一
の
理
由
と
し
て
広
く
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
移
民
難
民
問
題
が
選
挙
の
焦
点
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
有
権
者
の
半
数
以
上
が
、

選
挙
で
移
民
難
民
に
か
か
わ
る
問
題
を
重
視
し
た
と
さ
れ
、
し
か
も
自
由
党
の
投
票
者
の
実
に
八
〇
％
が
投
票
理
由
と
し
て
挙
げ
た

の
が
、
移
民
難
民
問
題
だ
っ
た
。
反
移
民
、
反
難
民
で
知
ら
れ
る
自
由
党
は
選
挙
の
イ
シ
ュ
ー
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
握
り
、
有
利
な

立
場
で
投
票
日
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
、
も
と
も
と
こ
の
選
挙
で
移
民
難
民
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
自
由
党
と
い
う
よ
り
は
、
自
由
民
主
人
民
党

側
の
戦
略
の
「
成
功
」
の
結
果
だ
っ
た
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
ル
ッ
テ
首
相
が
内
閣
総
辞
職
を
決
断
し
た
直
接
の
契
機
が
難
民
問
題

で
あ
り
、
最
初
か
ら
難
民
政
策
は
争
点
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
ル
ッ
テ
後
任
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
も
移
民
難
民
に
厳
し
い
姿
勢
で

選
挙
戦
に
臨
ん
で
い
た
。
そ
の
点
で
は
、
自
由
民
主
人
民
党
の
思
惑
通
り
に
選
挙
戦
が
進
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

し
か
し
皮
肉
な
こ
と
に
、
結
果
を
見
る
限
り
、
難
民
に
否
定
的
な
有
権
者
の
支
持
は
自
由
民
主
人
民
党
を
飛
び
越
え
、
自
由
党
に

向
か
っ
た
よ
う
だ
。

実
は
前
回
二
〇
二
一
年
に
自
由
民
主
人
民
党
に
投
票
し
た
有
権
者
の
う
ち
、
一
五
％
も
の
人
々
が
今
回
、
自
由
党
に
票
を
投
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
四
―
五
議
席
に
相
当
す
る
。
し
か
も
こ
の
有
権
者
移
動
は
、
選
挙
戦
の
最
終
段
階
に
生
じ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
な

ぜ
移
動
が
生
じ
た
の
か
。
一
つ
の
有
力
な
解
釈
は
、
人
々
の
間
で
「
右
派
政
権
を
成
立
さ
せ
る
」
こ
と
を
意
図
し
た
「
戦
略
的
な
考

慮
」
が
働
き
、
自
由
党
へ
の
投
票
に
結
び
付
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
難
民
問
題
で
厳
し
い
対
応
を
求
め
る
有
権
者

は
、
自
由
民
主
人
民
党
が
た
と
え
第
一
党
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
中
道
政
党
と
連
立
し
た
暁
に
は
難
民
政
策
が
「
薄
ま
る
」
可
能
性

「戦後政治秩序の終焉」？
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を
懸
念
し
、
よ
り
厳
し
い
対
応
を
明
言
す
る
自
由
党
に
戦
略
的
に
投
票
す
る
こ
と
で
、（
自
由
民
主
人
民
党
を
含
む
）
右
派
政
党
側
の

優
位
を
実
現
し
、
右
派
政
権
へ
の
道
を
開
こ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
選
挙
戦
の
終
盤
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
「
戦
略
的
投
票
」
と
い
う
言
葉
が
メ
デ
ィ
ア
上
で
流
布
し
て
い
た
。
こ
れ
は
主
に
左
派

系
の
有
権
者
を
念
頭
に
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
に
左
派
系
の
票
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
党
の
座
を
左
派
統
一
リ
ス
ト
に
も

た
ら
そ
う
と
い
う
意
図
で
語
ら
れ
て
い
た
面
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
右
派
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
考
え
方
で
あ
り
、

自
由
党
に
投
票
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
右
派
政
権
の
成
立
を
容
易
に
す
る
と
理
解
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

た
だ
、
自
由
党
へ
の
投
票
が
右
に
重
心
を
傾
け
、
右
派
政
権
の
誕
生
を
促
す
と
い
う
「
期
待
」
が
有
権
者
に
あ
る
程
度
共
有
さ
れ

る
と
い
う
現
象
は
、
そ
れ
ま
で
の
選
挙
で
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
二
〇
二
三
年
選
挙
で
特
有
に
生

じ
た
こ
と
で
あ
り
、
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。

今
回
、
自
由
党
を
含
む
右
派
連
立
が
現
実
的
な
可
能
性
と
し
て
理
解
さ
れ
た
き
っ
か
け
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
自
由
民
主
人

民
党
に
お
け
る
、
自
由
党
へ
の
姿
勢
の
変
化
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年
八
月
、
自
由
民
主
人
民
党
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
は
、「
自
由
民

主
人
民
党
は
自
由
党
を
も
は
や
排
除
し
な
い
」
と
発
言
し
、
自
由
党
を
連
立
相
手
と
し
て
否
定
し
な
い
姿
勢
を
見
せ
た
。
ル
ッ
テ
首

相
が
そ
れ
ま
で
一
〇
年
に
わ
た
り
、
自
由
党
を
連
立
相
手
と
し
て
一
貫
し
て
排
除
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
イ
エ
シ
ル

フ
ー
ス
の
発
言
は
一
歩
踏
み
出
す
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
自
由
党
、
自
由
民
主
人
民
党
を
含
む
右
派
連
立
政
権
の
成
立
が
あ
り
得

る
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
有
権
者
に
伝
わ
っ
た
結
果
、
移
民
・
難
民
制
限
に
賛
成
す
る
有
権
者
は
、「
よ
り
信
頼
で
き
る
政
党
」

と
し
て
自
由
党
を
選
択
し
、
右
派
連
立
政
権
の
成
立
を
促
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

実
際
、
あ
る
七
〇
歳
の
年
金
生
活
者
男
性
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
こ
れ
ま
で
、
自
由
党
に
投
じ
る
票
は
「
死
に
票
（een

w
egge-

gooide
stem

）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」。
な
ぜ
な
ら
、「
他
の
政
党
が
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
こ
と
を
排
除
し
て
い
た
か
ら
ね
」。
し
か
し
今

《論 説》
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回
、
自
由
党
が
政
権
入
り
し
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
首
相
に
な
る
可
能
性
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
由

民
主
人
民
党
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
自
由
党
に
投
票
す
る
こ
と
に
決
め
た
、
と
い
う
の
で
あ（

４
）る

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
自
由
党
の
支
持
拡
大
に
手
を
貸
し
た
の
は
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
だ
、
と
い
う
批
判
的
見
方
が
あ
る
。

「
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
は
、
自
由
党
の
選
挙
委
員
長
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ（

５
）る

。

そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
ル
ッ
テ
退
場
後
の
流
動
化
す
る
政
治
情
勢
の
中
で
、「
自
由
党
を
含
む
右
派
連
立
」
と
い
う
オ
プ
シ
ョ

ン
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
浮
上
し
た
の
が
今
回
の
選
挙
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

自
由
党
勝
因
の
第
二
の
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
イ
ン
フ
レ
と
生
活
苦
の
広
が
り
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
を
契

機
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
生
活
費
の
上
昇
、
住
宅
不
足
な
ど
の
経
済
問
題
が
人
々
の
暮
ら
し
を
圧
迫
し
、
特
に
そ
れ
が

政
権
批
判
へ
と
結
び
つ
き
、「
政
権
を
真
っ
向
か
ら
批
判
す
る
」
野
党
、
と
り
わ
け
自
由
党
へ
の
支
持
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
住
宅
不
足
の
原
因
を
、
移
民
や
難
民
を
広
く
受
け
入
れ
る
現
在
の
政
策
に
求
め
、「
難
民
で
は
な
く
人
々
の

生
活
を
守
る
」
こ
と
を
選
挙
戦
で
訴
え
、
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。

確
か
に
左
派
統
一
リ
ス
ト
の
側
も
、
野
党
と
し
て
現
政
権
の
無
策
を
批
判
し
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
、
人
々
の
生
活
を
守

る
た
め
の
政
策
を
多
数
掲
げ
て
は
い
た
。
し
か
し
環
境
重
視
の
左
派
統
一
リ
ス
ト
は
、
脱
炭
素
化
を
は
じ
め
と
し
て
庶
民
に
更
な
る

負
担
を
課
す
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
Ｅ
Ｕ
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
規
制
を
強
化
す
る
エ
リ
ー
ト
側
の
存
在
と
み
ら
れ
た
面
が
強
い
。

選
挙
戦
終
盤
の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
に
対
し
、「
あ
な
た
は
七
か
国
語
を
操
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
。
し
か
し
人
々
の
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
皮
肉
交
じ
り
に
述
べ
た
の
は
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
の
側
の
弱

点
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
も
あ
っ（

６
）た

。

こ
の
よ
う
に
自
由
党
は
、
有
権
者
に
お
け
る
「
移
民
・
難
民
」
流
入
へ
の
「
不
安
」、
生
活
上
の
「
不
安
」
を
す
く
い
と
り
、
そ

「戦後政治秩序の終焉」？
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れ
を
政
権
批
判
、
既
成
政
党
批
判
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
自
党
へ
の
支
持
に
導
い
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

と
は
い
え
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
直
前
ま
で
自
由
党
の
予
想
獲
得
議
席
は
二
〇
議
席
弱
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
本
番
の
投
票
で

圧
勝
し
た
の
は
、
当
日
に
至
る
数
日
間
に
お
け
る
、
支
持
の
急
伸
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
実
際
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
自
由
党
の

「
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
」
が
最
終
的
な
勝
因
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
に
は
、
投
票
日
直
前
の
テ
レ
ビ
放
送
の
影
響
、
特
に

「
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
」
に
お
け
る
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ
し
て
Ｓ
Ｂ
Ｓ
放
送
に
お
け
る
討
論
会
が
決
定
的
だ
っ
た
、

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
番
組
を
通
し
て
有
権
者
は
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
へ
の
見
方
を
改
め
、
妥
協
可
能
で
現
実
的
な
候
補
者
と

し
て
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
を
認
識
し
、
も
は
や
自
由
党
へ
の
投
票
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
実
行
で
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
短
期
的
理
由
と
と
も
に
、
長
期
的
な
背
景
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
下

院
に
継
続
的
に
議
席
を
持
ち
、
す
で
に
在
籍
期
間
が
最
長
レ
ベ
ル
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
「
馴
染

み
」
が
生
じ
て
い
る
面
が
あ
る
。
特
に
新
し
く
選
挙
権
を
得
た
若
者
に
と
っ
て
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
自
由
党
は
物
心
つ
い
た
時
分
か

ら
名
を
知
っ
て
い
る
政
党
と
し
て
、
違
和
感
は
少
な
い
。
自
由
党
に
票
を
投
じ
た
あ
る
一
八
歳
の
若
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
由
党
を

め
ぐ
る
様
々
な
騒
動
は
昔
の
話
で
あ
り
、
む
し
ろ
自
由
党
こ
そ
が
「
政
治
的
に
正
し
い
」
と
語
る
。
ま
た
あ
る
二
一
歳
の
ト
ル
コ
系

男
性
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
の
は
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
だ
と
考
え
、
自
由
党
に
投
票
し
た
。
い
ず
れ
も
か
つ
て
の
急

進
的
、
こ
わ
も
て
な
自
由
党
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
若
い
世
代
に
持
た
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ま
と
め
て
い
え
ば
、
自
由
党
の
勝
因
は
、
①
設
立
後
一
七
年
が
経
過
し
た
「
古
株
」
政
党
と
し
て
、
有
権
者
に
お
け
る
違
和
感
が

徐
々
に
薄
れ
て
き
た
と
い
う
長
期
的
な
動
向
を
背
景
と
し
、
②
ル
ッ
テ
退
陣
で
政
界
が
流
動
化
し
、
自
由
党
を
排
除
し
て
き
た
有
力

政
党
（
自
由
民
主
人
民
党
）
が
自
由
党
と
の
連
立
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
自
由
党
へ
の
投
票
が
「
死
票
」
に
終
わ
ら
ず
に
右
派
連
立

政
権
の
樹
立
を
促
す
も
の
と
し
て
有
権
者
に
認
識
さ
れ
る
と
い
う
新
し
い
状
況
が
生
じ
、
③
さ
ら
に
近
年
の
難
民
申
請
の
急
増
、
物

《論 説》
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価
高
に
よ
る
生
活
苦
が
政
権
批
判
の
高
ま
り
を
招
い
た
こ
と
で
、
一
貫
し
て
反
難
民
を
訴
え
る
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
重
視
の
自
由
党

へ
の
支
持
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
、
④
そ
し
て
投
票
日
直
前
の
メ
デ
ィ
ア
報
道
に
よ
り
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
「
現
実
感
覚
」
が
有
権
者

に
肯
定
的
に
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
当
日
の
自
由
党
へ
の
投
票
行
動
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（

７
）か

。

投
票
行
動
に
つ
い
て

さ
て
今
回
の
自
由
党
は
、
自
由
民
主
人
民
党
以
外
に
も
多
様
な
他
党
支
持
者
か
ら
票
を
奪
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
〇
二
一
年
選

挙
で
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
投
票
し
た
者
の
二
九
％
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
投
票
者
の
一
二
％
が
、
今
回
は
自
由
党
に
投
票
し

て
い
る
。
特
に
興
味
深
い
の
が
、
左
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
た
る
社
会
党
支
持
者
の
動
向
で
あ
る
。
前
回
選
挙
で
社
会
党
に
投
票
し

た
人
の
う
ち
、
実
に
一
六
％
が
今
回
、
自
由
党
に
投
票
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
と
左
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
は
、
一
見
す
る
と
主
張
は
真
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
票
の
移
動
は
奇

妙
に
思
え
る
。
し
か
し
実
は
、
自
由
党
と
社
会
党
の
支
持
者
は
、
既
成
政
治
を
批
判
し
、
社
会
経
済
的
に
左
派
、
文
化
的
に
保
守
と

い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
両
者
の
距
離
は
意
外
に
近
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
自
由
党
の
投
票
者
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
自
由
党
は
「
幅
広
く
票
を
集
め
た
」
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
来
自
由
党
に
つ
い
て
は
、

高
齢
の
白
人
男
性
の
党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
が
、
年
齢
や
性
別
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
今
回
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。
ま
ず
自
由
党
は
、
一
八
―
三
四
歳
の
若
年
層
で
も
一
七
％
の
得
票
率
で
第
一
党
と
な
っ
て
お
り
、
投
票
者
の
平
均

年
齢
は
有
権
者
全
体
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
男
女
比
は
男
性
五
三
％
、
女
性
四
七
％
で
あ
り
、
男
性
が
顕
著
に
多
い
と
は
い

え
な
い
（
た
と
え
ば
自
由
民
主
人
民
党
は
男
性
六
〇
％
、
女
性
四
〇
％
）。
そ
の
結
果
自
由
党
は
、
従
来
弱
か
っ
た
若
者
・
女
性
に
も
支

「戦後政治秩序の終焉」？
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持
を
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え（

８
）る

。

有
権
者
と
し
て
初
の
投
票
を
迎
え
た
若
者
た
ち
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
ま
ず
あ
る
一
八
歳
の
男
子
学
生
は
「
ウ
ィ
ル
デ

ル
ス
の
主
張
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
わ
か
り
や
す
い
」、「
オ
ラ
ン
ダ
第
一
」
で
あ
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
。
そ
の
一
八
歳
の
友
人
男

子
も
ま
た
、「
移
民
政
策
を
厳
し
く
す
る
時
が
来
た
と
思
う
。
も
う
す
ぐ
家
を
出
て
部
屋
を
借
り
る
つ
も
り
な
の
に
、
こ
の
ま
ま

じ
ゃ
無
理
み
た
い
だ
し
」
と
同
調
す
る
。
な
お
、
投
票
先
指
南
サ
イ
ト
（stem

w
ijzers

）
を
利
用
す
る
生
徒
は
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ

て
自
由
党
に
投
票
し
た
者
も
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
党
の
投
票
者
に
明
ら
か
な
特
徴
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
高
学
歴
層
が
少

な
く
、
低
学
歴
層
が
や
や
多
い
こ
と
が
今
回
も
あ
て
は
ま
る
。
高
等
教
育
修
了
者
が
オ
ラ
ン
ダ
全
体
で
四
〇
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、

自
由
党
投
票
者
に
お
け
る
高
等
教
育
修
了
者
は
二
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
高
学
歴
層
に
お
け
る
自
由
党
忌
避
の
傾
向
は
、
今
も
残
っ
て

い
る
。
な
お
左
派
統
一
リ
ス
ト
の
方
は
、
投
票
者
の
実
に
六
二
％
が
高
学
歴
層
で
あ
り
、
低
学
歴
層
は
わ
ず
か
一
一
％
に
と
ど
ま
る
。

「
学
歴
」
が
、
自
由
党
と
左
派
統
一
リ
ス
ト
と
い
う
第
一
党
・
第
二
党
を
分
か
つ
分
水
嶺
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
他
の
中
道
右
派
政
党
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
自
由
民
主
人
民
党
は
、
全
国
的
に
得
票
率
を
落
と
し
て
い
る
。「
新
し
い
社
会
契

約
」
や
農
民
市
民
運
動
に
進
出
を
許
し
た
結
果
、
東
部
と
南
部
に
お
け
る
支
持
の
下
落
が
顕
著
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
選
挙
で
は
実

に
二
九
〇
も
の
自
治
体
で
第
一
党
と
な
っ
た
も
の
の
、
今
回
は
三
〇
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

次
に
「
新
し
い
社
会
契
約
」
は
、
東
部
、
特
に
ト
ウ
ェ
ン
テ
地
方
で
強
い
支
持
を
得
て
、
初
登
場
な
が
ら
二
〇
議
席
を
獲
得
し
た
。

オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
本
拠
地
エ
ン
ス
ヘ
ー
デ
に
お
け
る
得
票
率
は
三
割
近
く
に
上
っ
て
い
る
。
支
持
者
に
多
い
の
が
白
人
の
中
高
年

で
あ
り
、
投
票
者
の
六
三
％
が
五
〇
歳
以
上
で
あ
る
。
前
回
選
挙
で
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
に
投
票
し
た
人
の
三
分
の
一
が
今

回
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
に
投
票
し
た
ほ
か
、
左
右
の
多
様
な
政
党
か
ら
票
を
奪
っ
て
お
り
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
の
幅
広
い
人
気

《論 説》
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を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
農
民
市
民
運
動
は
、
東
部
、
北
部
の
農
村
部
で
支
持
を
集
め
た
。
当
初
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
支
持
層
を
取
り
込

ん
で
い
た
も
の
の
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
結
党
後
は
支
持
を
奪
わ
れ
、
最
終
的
に
前
回
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
投
票
者
の
う

ち
、
今
回
の
選
挙
で
農
民
市
民
運
動
に
投
票
し
た
人
は
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

な
お
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
小
党
で
あ
る
Ｂ
Ｉ
Ｊ
１
は
、
前
回
獲
得
し
た
１
議
席
を
失
っ
た
。
前
回
投
票
者
の
多
く
が
自
由
党
に

流
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

議
員
団
の
顔
ぶ
れ

今
回
自
由
党
の
大
量
当
選
に
よ
り
、
自
由
党
の
新
人
議
員
が
多
数
議
員
と
し
て
登
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
計
三
七
名
の
議
員
に

つ
い
て
は
、
政
治
経
験
の
あ
る
現
職
の
市
会
議
員
、
州
議
会
議
員
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
特
徴
で
あ（

９
）る

。
ズ
ー
テ
ル
メ
ー
ル
市
や

ヘ
ル
デ
ル
ラ
ン
ト
州
で
は
、
自
由
党
の
会
派
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
国
会
に
移
行
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
す
で
に
地
方
議
会
や
党
活

動
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
へ
の
忠
誠
を
示
し
て
き
た
者
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
そ
し
て
新
議
員
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
を
行
っ

て
き
た
者
の
発
信
内
容
は
、
自
由
党
の
公
式
路
線
に
沿
う
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
攪
乱
要
因
を
あ
ら
か
じ
め
排
除
し
、
党
に
忠
誠
を

誓
う
「
内
輪
」
出
身
者
を
並
べ
る
こ
と
で
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
意
向
に
沿
っ
た
会
派
運
営
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

た
だ
、
数
は
少
な
い
も
の
の
変
わ
り
種
も
い
る
。
名
簿
三
位
に
抜
擢
さ
れ
た
ラ
ヘ
ル
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
テ
レ
ン
は
そ
の
一
人
で
あ

る
。
彼
女
は
移
動
遊
園
地
な
ど
の
屋
台
業
を
な
り
わ
い
と
し
て
い
る
が
、
業
界
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
政
府
に
陳
情
を
行
う
な
ど

活
発
に
活
動
し
、自
由
党
の
目
に
留
ま
っ
た
ら
し
い
。な
お
女
性
議
員
は
彼
女
を
含
め
七
名
に
過
ぎ
ず
、男
性
議
員
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

「戦後政治秩序の終焉」？
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労
働
党
＋
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
左
派
統
一
リ
ス
ト

で
は
左
派
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
左
派
統
一
リ
ス
ト
の
側
で
は
、
選
挙
結
果
に
つ
い
て
、
若
干
の
喜
び
と
強
い
衝
撃
が
絡
み
合
う
、

微
妙
な
受
け
止
め
方
と
な
っ
た
。

労
働
党
と
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
に
よ
る
統
一
名
簿
と
い
う
未
知
の
世
界
に
踏
み
出
し
、
首
相
候
補
に
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
と
い
う
最
適

の
人
物
を
担
ぎ
出
し
た
こ
と
の
効
果
は
、
確
か
に
あ
っ
た
。
二
党
の
現
有
議
席
合
計
を
上
回
る
二
五
議
席
を
得
た
こ
と
は
、
両
党
の

い
ず
れ
に
と
っ
て
も
満
足
で
き
る
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
第
一
党
の
座
を
自
由
党
に
譲
り
、
し
か
も
大
差
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
衝
撃
だ
っ
た
。
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
は
開

票
結
果
を
受
け
、
予
想
外
の
結
果
を
残
念
と
し
た
う
え
で
、
個
別
の
政
党
時
よ
り
も
議
席
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
が
、「
し
か
し

そ
れ
は
十
分
で
は
な
い
」
と
評
価
し
た
。「
人
々
を
十
分
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
支
持
の
広
が
り
を

欠
い
た
こ
と
に
無
念
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

特
に
左
派
統
一
リ
ス
ト
に
と
っ
て
厄
介
だ
っ
た
の
は
、
同
じ
中
道
左
派
勢
力
と
し
て
協
力
関
係
に
あ
り
、
連
立
相
手
と
し
て
念
頭

に
お
く
Ｄ
６６
が
大
敗
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
Ｄ
６６
は
他
の
連
立
与
党
と
同
様
、
既
成
政
治
不
信
の
影
響
を
受
け
、
前
回
の
一
五
〇
万
票

を
半
分
以
下
に
減
ら
す
大
敗
北
を
喫
し
、
九
議
席
と
一
桁
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
Ｄ
６６
は
特
に
大
都
市
圏
で
票
を
減
ら
し
た
が
、
そ

の
多
く
が
左
派
統
一
リ
ス
ト
に
回
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
左
派
統
一
リ
ス
ト
へ
の
投
票
者
の
う
ち
、
前
回
選
挙
で
労
働

党
と
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
二
党
に
投
票
し
て
い
な
か
っ
た
有
権
者
は
、
実
に
六
六
％
に
の
ぼ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
九
％
は
前
回
Ｄ
６６

に
投
票
し
た
有
権
者
で
あ
り
、
Ｄ
６６
か
ら
左
派
統
一
リ
ス
ト
へ
の
大
移
動
が
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
今
回
の
左
派
統
一
リ
ス
ト
の
伸
長
の
背
景
に
は
、
自
由
党
と
同
様
、
有
権
者
の
側
の
「
戦
略
的
投
票
」
が
あ
っ
た
。
左

《論 説》
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派
統
一
リ
ス
ト
の
投
票
者
の
三
分
の
一
以
上
が
、
同
リ
ス
ト
を
第
一
党
に
押
し
上
げ
る
た
め
、「
戦
略
的
」
に
投
票
し
た
と
み
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
は
、
他
の
左
派
政
党
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
票
を
奪
い
、
左
派
勢
力
で
随
一
の
勢
力
を
確
保
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
他
の
左
派
や
中
道
左
派
政
党
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
も
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
が
中
核
と
し
て
過
半
数
の
議
席
を

確
保
し
、
左
派
政
権
の
樹
立
に
動
く
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
統
一
リ
ス
ト
の
投
票
者
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
部
の
高
学
歴
層
に
多
く
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
関
心
が
強
い
な
ど
、
従
前
の

グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
支
持
層
に
近
い
。
特
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
得
票
率
が
三
割
を
超
え
る
な
ど
、
都
市
部
で
健
闘
し
て
い
る
（
な

お
自
由
党
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
得
票
率
が
一
割
程
度
に
過
ぎ
ず
、
両
党
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
得
票
動
向
は
全
国
的
な
動
向
と
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
）。
こ
れ
を
受
け
、
あ
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
支
持
者
は
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
共
和
国
を
作
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
離
脱
す
る
し
か
な
い
ね
」
と
自
嘲
気
味
に
話
し
て
い
た
と
い（

１０
）う

。

グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
系
の
支
持
者
が
統
一
リ
ス
ト
投
票
者
の
中
核
と
な
っ
た
こ
と
は
、
候
補
者
へ
の
投
票
行
動
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
は
筆
頭
候
補
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
個
人
に
投
ぜ
ら
れ
た
票
は
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
得
票
の
四

六
・
二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
比
率
は
、
選
挙
参
加
政
党
の
な
か
で
最
も
低
い
。
こ
の
こ
と
は
、
統
一
リ
ス
ト
の
名
簿
順
位
が

２
、
３
、
５
位
の
候
補
者
（
そ
れ
ぞ
れ
エ
ス
マ
ー
・
ラ
ー
ラ
ー
、
イ
ェ
ッ
セ
・
ク
ラ
ー
フ
ェ
ル
、
リ
サ
・
ウ
ェ
ス
テ
ル
フ
ェ
ル
ト
）
が
多
数

得
票
し
た
結
果
で
も
あ
る
が
、
こ
の
三
人
は
い
ず
れ
も
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
出
身
者
だ
っ
た
。
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
支
持
者
に
お
い
て

は
、
労
働
党
出
身
の
筆
頭
候
補
者
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
で
は
な
く
、
な
じ
み
あ
る
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
ら
に
敢
え
て
票
を
投

じ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ（

１１
）う

。

さ
て
選
挙
後
の
連
立
政
権
形
成
に
つ
い
て
、
左
派
統
一
リ
ス
ト
側
は
静
観
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
は
、
ウ
ィ
ル

「戦後政治秩序の終焉」？
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デ
ル
ス
の
自
由
党
が
穏
健
化
す
る
と
思
え
ず
、
自
由
党
と
連
立
を
組
む
可
能
性
は
な
い
と
断
言
し
た
。「
自
由
党
は
オ
ラ
ン
ダ
を
排

除
す
る
政
党
だ
か
ら
ね
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
自
由
党
と
の
対
抗
関
係
を
念
頭
に
、「
今
こ
そ
民
主
主
義
と
法
治
国
家
を
守
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

総
選
挙
直
後
の
各
党
の
動
向

総
選
挙
の
翌
日
以
降
、
各
党
は
そ
れ
ぞ
れ
に
衝
撃
を
抱
え
つ
つ
、
連
立
政
権
協
議
を
に
ら
み
、
方
針
を
協
議
し
公
表
し
て
い
っ
た
。

最
大
の
焦
点
は
、
自
由
党
が
圧
勝
し
て
第
一
党
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
由
党
・
自
由
民
主
人
民
党
・「
新
し
い
社
会
契
約
」

三
党
（
あ
る
い
は
農
民
市
民
運
動
を
加
え
た
四
党
）
の
右
派
連
立
政
権
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

ま
ず
自
由
党
で
は
、
予
想
さ
れ
た
通
り
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
首
相
就
任
の
希
望
を
表
明
し
た
。
彼
は
「
私
は
ぜ
ひ
オ
ラ
ン
ダ
の
首

相
に
な
り
た
い
」
と
明
言
し
、「
す
べ
て
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
首
相
と
な
る
」
と
述
べ
て
他
党
の
理
解
を
求
め
た
。
特
に
難
民
制
限
の

強
化
な
ど
、
自
由
党
に
は
他
党
と
一
致
で
き
る
政
策
が
多
い
と
主
張
し
た
。

他
方
、
自
由
党
の
連
立
相
手
と
し
て
有
力
視
さ
れ
る
二
党
、
す
な
わ
ち
自
由
民
主
人
民
党
と
「
新
し
い
社
会
契
約
」
は
、
い
ず
れ

も
自
由
党
か
ら
距
離
を
置
く
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

ま
ず
一
一
月
二
四
日
、
自
由
民
主
人
民
党
の
指
導
者
の
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
は
、
今
回
一
〇
議
席
減
の
大
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
会
派
の
方
針
と
し
て
「
自
由
民
主
人
民
党
は
政
権
入
り
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」、「
政
策
に
よ
っ
て
賛
成
す
る
こ
と
も
あ

る
」
と
し
、
波
紋
を
引
き
起
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
自
由
党
主
導
の
連
立
に
参
加
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
、
自
由
党
・「
新
し
い
社
会

契
約
」・
農
民
市
民
運
動
か
ら
な
る
右
派
連
立
政
権
成
立
の
あ
か
つ
き
に
、
閣
外
協
力
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
新
政
権
成
立
ま
で
暫
定
首
相
の
座
に
と
ど
ま
る
ル
ッ
テ
首
相
は
こ
の
慎
重
な
方
針
を
歓
迎
し
、「
も
っ
と
も
な
話

《論 説》
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だ
」
と
賛
意
を
表
明
し
た
。

ま
た
「
新
し
い
社
会
契
約
」
で
は
、
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
が
「
現
段
階
で
は
、
自
由
党
と
交
渉
を
開
始
す
る
基
盤
が
な
い
」
と
明
言

し
、
や
は
り
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。「
新
し
い
社
会
契
約
」
会
派
内
で
は
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
投
票
日
前
に
見
せ
た
「
柔
軟
な

姿
勢
」（
コ
ー
ラ
ン
禁
止
な
ど
の
憲
法
違
反
の
政
策
を
「
凍
結
す
る
」
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
額
面
通
り
に

受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
強
く
、
そ
れ
を
受
け
て
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
慎
重
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

他
方
、
農
民
市
民
運
動
は
連
立
政
権
入
り
に
前
向
き
だ
っ
た
。
党
首
の
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
、
早
く
も
選

挙
翌
日
二
三
日
、
自
由
党
を
含
む
連
立
政
権
に
加
わ
る
用
意
が
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
な
お
そ
の
さ
い
、
コ
ー
ラ
ン
禁
止
や
Ｅ
Ｕ

離
脱
な
ど
、「
実
現
不
可
能
な
」
政
策
に
つ
い
て
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
妥
協
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
い
る
も
の
の
、
連
立
樹
立
に
向

け
た
積
極
的
な
姿
勢
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

中
道
右
派
政
党
の
支
持
層
の
意
向

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
直
後
の
時
点
で
は
、
自
由
党
の
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
と
目
さ
れ
る
自
由
民
主
人
民
党
と
「
新
し
い
社
会
契
約
」

に
お
い
て
、
指
導
者
層
が
い
ず
れ
も
微
妙
な
態
度
を
示
し
て
お
り
、
右
派
連
立
が
自
由
党
の
目
算
通
り
進
む
か
ど
う
か
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
だ
っ
た
。

た
だ
そ
の
一
方
、ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
消
極
的
な
姿
勢
と
支
持
層
の
意
向
の
間
に
、少
な
か
ら
ぬ
ず
れ
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
っ
た
。

た
と
え
ば
、Een

V
andaag

が
選
挙
直
後
に
実
施
し
た
有
権
者
調
査
に
よ
る
と
、
自
由
民
主
人
民
党
や
「
新
し
い
社
会
契
約
」

の
支
持
者
層
に
お
い
て
は
、
指
導
者
層
と
対
照
的
に
、
自
由
党
と
の
連
立
政
権
の
成
立
を
支
持
す
る
割
合
が
高
い
。

た
と
え
ば
自
由
民
主
人
民
党
投
票
者
に
お
い
て
は
、
八
四
％
が
自
由
党
と
の
連
立
を
「
望
ま
し
い
」
と
し
、
さ
ら
に
六
五
％
が

「戦後政治秩序の終焉」？
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ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
首
相
就
任
を
認
め
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
新
し
い
社
会
契
約
」
投
票
者
の
場
合
は
八
七
％
が
自
由
党
と
の
連

立
を
「
望
ま
し
い
」
と
し
、
七
三
％
が
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
首
相
就
任
を
許
容
し
て
い（

１２
）る

。

自
由
民
主
人
民
党
で
は
、
自
由
党
と
の
連
立
参
加
を
拒
む
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
の
方
針
へ
の
反
対
が
、
党
員
レ
ベ
ル
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
。
選
挙
後
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
開
か
れ
た
党
員
集
会
で
は
、「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
な
ら
、
わ
が
党
に
投
票
し
な
か
っ
た
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
も
あ
っ
た
。
ま
た
党
の
重
鎮
や
著
名
人
か
ら
は
、
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
批
判
が
相
次
い
で
発
せ

ら
れ
た
。
た
と
え
ば
元
閣
僚
の
ハ
ン
ス
・
ホ
ー
ヘ
ル
フ
ォ
ル
ス
ト
と
ハ
ル
ベ
・
ツ
ェ
イ
ル
ス
ト
ラ
は
、
今
次
の
選
挙
で
発
せ
ら
れ
た

「
有
権
者
の
悲
痛
な
叫
び
」
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
と
し
、「
今
こ
そ
オ
ラ
ン
ダ
は
自
由
民
主
人
民
党
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

責
任
を
も
っ
て
政
権
入
り
に
向
け
て
動
く
べ
き
と
論
陣
を
張
っ（

１３
）た

。

連
立
交
渉
へ

―
連
立
見
込
検
討
者
プ
ラ
ス
テ
ル
ク

さ
て
下
院
で
は
、
規
則
と
慣
例
に
則
り
、
連
立
政
権
の
成
立
に
向
け
た
動
き
が
さ
っ
そ
く
始
動
し
た
。
こ
こ
で
連
立
交
渉
の
先
導

役
と
な
る
の
が
、
見
込
検
討
者
（verkenner

）
で
あ
る
。
見
込
検
討
者
と
は
、
選
挙
後
の
各
政
党
に
お
け
る
連
立
政
権
を
め
ぐ
る

意
向
を
聴
取
し
た
う
え
で
、
連
立
交
渉
に
向
け
た
大
ま
か
な
見
通
し
を
立
て
、
議
会
に
報
告
す
る
人
物
を
さ
す
。

通
常
、
下
院
選
第
一
党
が
連
立
見
込
検
討
者
の
人
選
を
行
い
、
議
会
の
承
認
の
も
と
で
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
今
回
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
当
初
指
名
し
た
自
由
党
の
ホ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
彼
が
か
つ
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大

学
関
連
の
事
業
で
不
適
切
な
取
引
を
し
て
い
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
た
め
、
話
は
い
っ
た
ん
振
出
し
に
戻
る
。

最
終
的
に
見
込
検
討
者
と
し
て
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
が
目
を
つ
け
、
選
任
さ
れ
た
の
は
、
労
働
党
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
、
ロ
ナ
ル

ト
・
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
だ
っ
た
。
彼
は
教
育
文
化
科
学
大
臣
、
内
務
大
臣
な
ど
の
閣
僚
を
歴
任
し
、
中
道
左
派
の
元
大
物
政
治
家
と
し

《論 説》
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て
幅
広
く
信
頼
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、
中
立
的
な
見
込
検
討
者
と
し
て
適
任
と
思
わ
れ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
「
労
働
党
」
有
力
者
の

プ
ラ
ス
テ
ル
ク
が
右
派
連
立
政
権
を
ま
と
め
あ
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
労
働
党
に
よ
る
批
判
を
か
わ
せ
る
と
の
思
惑
が
働
い
た
可
能
性

が
あ
る
。

と
は
い
え
、
現
在
の
労
働
党
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
か
つ
て
労
働
党
閣
僚
で

あ
り
な
が
ら
、
第
二
次
ル
ッ
テ
内
閣
で
担
当
大
臣
と
し
て
ブ
ル
カ
禁
止
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
移
民
に
厳
し
い
面
も
あ
る
。
ま
た
、

テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
に
つ
い
て
否
定
的
な
評
価
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
概
し
て
左
派
に
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
で
、
自
ら
属
す
る
労
働

党
に
つ
い
て
、「
普
通
の
人
か
ら
遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
彼
は
、
今
回
の
選
挙
を
受
け
て
自

由
党
・「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民
市
民
運
動
、
自
由
民
主
人
民
党
の
右
派
四
党
に
よ
る
連
立
政
権
成
立
を
期
待
す
る
コ
ラ
ム
を
す

で
に
書
い
て
お
り
、
そ
の
方
向
性
は
ほ
ぼ
明
ら
か
だ
っ（

１４
）た

。

一
一
月
二
八
日
、
会
派
代
表
が
会
合
を
開
き
、
見
込
検
討
者
と
し
て
（
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
提
案
し
た
）
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
を
任
命
す
る

こ
と
の
是
非
を
協
議
し
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
合
意
し
た
（
動
物
党
と
デ
ン
ク
の
代
表
の
み
、
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
任
命
に
賛
成
せ
ず
）。

下
院
議
長
の
フ
ェ
ラ
・
ベ
ル
フ
カ
ン
プ
は
、「
幅
広
い
政
治
的
な
基
盤
が
で
き
た
」
と
絶
賛
し
、
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
の
活
動
に
期
待
を

込
め
た
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
「
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
経
験
豊
富
で
創
造
的
な
人
材
だ
」
と
激
賞
し
た
。

翌
一
一
月
二
九
日
、
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
連
立
見
込
検
討
者
と
し
て
活
動
を
さ
っ
そ
く
開
始
す
る
。
各
会
派
代
表
者
と
個
別
に
会
談

し
、
意
向
聴
取
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
、
会
派
代
表
者
全
員
に
会
談
の
招
待
を
送
っ
た
も
の
の
、
デ

ン
ク
の
み
が
「
極
右
を
利
す
る
よ
う
な
連
立
見
込
検
討
の
作
業
に
は
協
力
で
き
な
い
」
と
し
て
拒
絶
し
て
い
る
。

ま
ず
自
由
党
の
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
、
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
と
の
会
談
後
、
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民
市
民
運
動

と
の
四
党
連
立
に
よ
る
多
数
派
内
閣
の
樹
立
に
改
め
て
意
欲
を
示
し
た
。「
論
理
必
然
的
に
右
派
連
立
政
権
が
で
き
る
は
ず
だ
」
と

「戦後政治秩序の終焉」？
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い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
と
と
も
に
彼
は
、
閣
外
協
力
を
得
て
少
数
派
政
権
を
成
立
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
こ
の
段
階
で
は
、
自
由
党
と
の
連
立
に
前
向
き
な
農
民
市
民
運
動
を
除
き
、
中
道
右
派
政
党
の
指
導
者
層
は
、
自
由
党
と
の

連
立
に
慎
重
な
姿
勢
に
終
始
し
た
。
そ
の
た
め
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
予
定
期
間
内
に
活
動
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
終
的
に
一

二
月
一
一
日
、
右
派
連
立
政
権
樹
立
に
向
け
た
四
党
協
議
を
今
後
進
め
る
べ
き
と
す
る
趣
旨
の
報
告
書
を
報
告
し（

１５
）た

。

こ
の
最
終
報
告
書
、
お
よ
び
そ
の
後
の
説
明
に
お
い
て
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
は
、
議
会
の
大
多
数
の
政
党
の
「
意
向
」
を
反
映
し
つ
つ
、

第
一
党
で
あ
る
自
由
党
を
軸
に
連
立
政
権
を
築
い
て
い
く
方
向
が
望
ま
し
い
、
と
提
示
し
た
。
彼
は
、「
有
権
者
は
そ
の
意
思
を
示

し
た
」
と
し
、「
再
度
の
選
挙
に
至
る
よ
う
な
事
態
は
何
と
し
て
も
避
け
る
べ
き
」
と
し
た
う
え
で
、
右
派
四
党
に
よ
り
、
憲
法
・

基
本
権
・
民
主
的
法
治
国
家
の
擁
護
に
つ
い
て
合
意
を
見
出
す
べ
き
こ
と
、
そ
の
う
え
で
移
民
や
気
候
な
ど
、
具
体
的
な
政
策
内
容

の
交
渉
に
入
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
論
じ
て
い
る
。

な
お
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
の
連
立
見
込
検
討
に
さ
い
し
、
農
民
市
民
運
動
の
カ
ロ
リ
ー
ン
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
が
助
け
舟
を
出

し
て
い
る
。
彼
女
は
、
フ
レ
フ
ォ
ラ
ン
ト
州
の
州
政
府
の
連
立
経
験
を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
、
と
プ
ラ
ス
テ
ル
ク
に
提
案
し
た
。

フ
レ
フ
ォ
ラ
ン
ト
州
で
は
二
〇
二
三
年
春
の
州
議
会
選
挙
の
後
、
農
民
市
民
運
動
に
自
由
党
を
加
え
た
大
連
立
に
よ
る
州
執
行
部
が

成
立
し
て
い
た
が
、
そ
の
さ
い
、
連
立
に
入
る
各
党
が
す
べ
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
署
名
し
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
住
民
全
員
の
権
利
保

障
」
に
明
示
的
に
賛
同
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
プ
ラ
ス
は
こ
の
先
例
の
「
成
功
」
を
提
示
す
る
こ
と

で
、「
自
由
党
を
含
む
連
立
政
権
」
が
現
実
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

下
院
議
長
選

一
二
月
一
四
日
に
は
、
そ
の
後
の
連
立
形
成
の
行
方
を
占
う
下
院
議
長
選
が
、
秘
密
投
票
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
議
長
に
初
当
選

《論 説》
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し
た
の
が
、
自
由
党
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ボ
ス
マ
で
あ
る
。
ボ
ス
マ
は
一
四
八
票
中
七
五
票
を
得
、
二
位
の
グ
リ
ー
ン
レ
フ
ト
・
労
働

党
の
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
イ
（
六
六
票
）
に
九
票
差
を
つ
け
て
当
選
し
た
。

自
由
党
が
第
一
党
だ
っ
た
と
は
い
え
、
同
党
の
ボ
ス
マ
が
当
選
を
果
た
し
た
背
景
に
は
、
下
院
に
お
け
る
彼
の
長
い
政
治
経
験
が

あ
っ
た
。
ボ
ス
マ
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
一
七
年
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
下
院
副
議
長
の
経
験
も
あ
り
、
そ
の
采

配
に
は
党
派
を
超
え
て
一
定
の
肯
定
的
な
評
価
が
あ
っ（

１６
）た

。

も
と
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
い
た
彼
が
「
右
旋
回
」
を
果
た
し
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
率
い
る
自
由
党
に
加
わ
っ
た

最
大
の
き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
四
年
の
テ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
殺
害
事
件
だ
っ
た
と
い
う
。
か
の
著
名
画
家
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
縁
戚
に
あ
た
る
映
画
監
督
、
テ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
は
、
イ
ス
ラ
ム
批
判
を
前
面
に
掲
げ
た
映
画
を
製
作
し

た
こ
と
で
物
議
を
醸
し
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
青
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
路
上
で
殺
害
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
は
強
い
衝
撃
を
国
内

外
に
与
え
た
が
、
ち
ょ
う
ど
ボ
ス
マ
は
事
件
直
後
の
現
場
を
目
撃
し
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
反
イ
ス
ラ
ム
の
右
派
に
転
じ
、
自
由

党
に
加
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
後
ボ
ス
マ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
経
験
を
活
か
し
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
に
忠
実
な
右
腕
、
ス

ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
、
自
由
党
の
中
枢
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

議
長
選
に
先
立
つ
議
会
討
論
で
は
、
左
派
政
党
か
ら
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ボ
ス
マ
は
議
長
と
し
て
中
立
的
に
振
る
舞
う
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
自
由
党
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ム
ス
リ
ム
や
移
民
の
排
除
に
与
す
る
立
場
で
は
な
い
の
か
、
な
ど
の
厳
し
い
質
問

が
相
次
い
だ
。
た
と
え
ば
Ｄ
６６
の
ヨ
ー
ス
ト
・
ス
ネ
レ
ル
は
、
か
つ
て
ボ
ス
マ
が
二
重
国
籍
保
持
者
の
選
挙
権
を
剥
奪
す
る
議
員
立

法
を
提
案
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
一
三
〇
万
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
基
本
権
を
侵
害
す
る
も
の
だ
」
と
批
判
し
て
、
議
長
と
し
て
の

資
質
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
左
派
勢
力
の
推
す
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
イ
に
は
、
左
派
政
党
か
ら
五
〇
票
入
っ
た
ほ
か
、
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
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し
い
社
会
契
約
」、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
か
ら
も
一
定
の
票
が
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
秘
密
投
票
に
よ
っ
て

ボ
ス
マ
が
七
五
票
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
由
党
が
連
立
与
党
と
し
て
見
込
む
自
由
民
主
人
民
党
、「
新
し
い
社
会
契
約
」、
農
民

市
民
運
動
の
議
員
の
三
分
の
二
近
く
が
ボ
ス
マ
に
支
持
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
し
、
自
由
党
主
導
の
政
権
樹
立
に
つ
い
て
、
中
道
右

派
政
党
に
お
け
る
抵
抗
感
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

自
ら
に
寄
せ
ら
れ
た
批
判
を
受
け
、
ボ
ス
マ
は
「
議
員
と
し
て
は
党
派
的
に
振
る
舞
っ
て
き
た
が
、
議
長
と
し
て
は
中
立
を
保
つ

所
存
で
あ
る
」
と
述
べ
、
疑
念
の
払
拭
に
努
め
た
。
し
か
し
そ
の
発
言
に
ふ
さ
わ
し
く
職
務
を
遂
行
す
る
の
か
ど
う
か
は
、
ボ
ス
マ

議
長
の
今
後
の
議
事
進
行
ぶ
り
を
み
て
判
断
す
る
ほ
か
な
い
。

お
わ
り
に

オ
ラ
ン
ダ
の
有
力
紙
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
政
治
担
当
記
者
、
ト
ム＝

ヤ
ン
・
メ
ウ
ー
ス
は
、
今
回
の
自
由
党
の
圧
勝
を
踏
ま
え
、「
政
治
的

中
道
が
、
今
ほ
ど
弱
体
化
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
政
治
の
主
役
を
張
っ
て
い
た
五
大
政
党
が
、
い

ま
や
す
べ
て
合
わ
せ
て
も
六
二
議
席
に
過
ぎ
な
い
。
他
方
、
急
進
右
派
が
合
計
で
四
一
議
席
に
達
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
過
去
五
回

の
選
挙
で
は
、
毎
回
第
一
党
が
変
わ
っ
て
い
る
。
有
権
者
は
あ
た
か
も
バ
ー
ゲ
ン
ハ
ン
タ
ー
（
お
得
な
買
い
物
だ
け
を
狙
う
消
費
者
）

の
よ
う
だ
、
と
彼
は
い（

１７
）う

。

他
方
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
、「
戦
略
的
投
票
」
と
い
う
政
治
学
用
語
が
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
有
権

者
の
意
識
に
影
響
を
与
え
、「
合
理
的
な
計
算
に
基
づ
く
投
票
行
動
」
が
広
く
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
彼
の
い

う
「
バ
ー
ゲ
ン
ハ
ン
タ
ー
」
と
の
見
た
て
は
、
有
権
者
を
短
絡
的
な
存
在
と
み
な
し
て
お
り
、
や
や
単
純
化
し
て
い
る
感
も
あ
る
。

も
し
有
権
者
が
「
支
持
政
党
」
に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、「
最
終
的
に
成
立
す
る
政
権
の
構
成
」
を
念
頭
に
置
い
て
投
票
先
を
選
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択
し
た
と
い
う
こ
と
が
真
実
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
有
権
者
の
「
成
熟
」
を
示
す
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
と

は
い
え
そ
れ
が
、
中
道
左
派
の
有
権
者
に
お
け
る
統
一
左
派
リ
ス
ト
へ
の
集
中
的
な
投
票
、
中
道
右
派
の
有
権
者
に
お
け
る
自
由
党

へ
の
票
の
移
動
に
つ
な
が
り
、
一
種
の
「
分
極
化
」
状
況
を
生
ぜ
し
め
、
旧
来
の
中
道
政
党
を
け
ち
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
皮

肉
な
結
果
で
も
あ
っ
た
が
。

い
ず
れ
に
せ
よ
ト
ム＝

ヤ
ン
・
メ
ウ
ー
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
回
の
選
挙
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
「
戦
後
政
治
秩
序
の
終
焉

（heteinde
van

de
naoorlogse

politieke
orde

）」
を
示
す
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
オ
ラ
ン
ダ
政
治
の
展
開
、
そ
し
て

Ｅ
Ｕ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
与
え
る
影
響
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

【
二
〇
二
四
年
一
月
一
〇
日
脱
稿
】

＊
本
稿
に
引
用
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
最
終
閲
覧
日
は
す
べ
て
二
〇
二
四
年
一
月
七
日
で
あ
る
。

＊
周
知
の
事
実
や
政
治
家
の
公
的
な
場
に
お
け
る
発
言
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
発
信
内
容
な
ど
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
同
一
の
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
典
拠
を
個
別
に
示
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

（
１
）
自
由
党
の
大
勝
を
受
け
、
各
国
の
急
進
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
指
導
者
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
祝
意
を
表
明
し
た
。
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
は
「
Ｅ
Ｕ
の

機
能
に
対
し
、
一
層
の
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
サ
ル
ヴ
ィ
ー
ニ
は
「
新
た
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
可
能
だ
」、
ス
ペ
イ
ン
の
Ｖ
Ｏ
Ｘ
の
バ
ス

カ
ル
は
「
よ
り
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
、
国
民
、
国
境
、
権
利
の
保
護
を
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。FinancialTim

es,N
ovem

ber２４,
２０２３,“

Geert
W

ilders’w
in

in
D
utch

election
is

a
boon

for
Europe’s

far
right.”

https:／／w
w
w
.ft.com

／content／e７b７b９３f-１６６f-
４０４３-a１c４-a６９４３６９３f３３e

な
お
自
由
党
は
選
挙
綱
領
で
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
是
非
を
問
う
拘
束
式
の
国
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、

選
挙
結
果
を
受
け
て
欧
州
委
員
会
の
広
報
官
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
「
Ｅ
Ｕ
の
原
加
盟
国
」
で
あ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
が
Ｅ
Ｕ
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
く
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れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

（
２
）
二
〇
二
三
年
オ
ラ
ン
ダ
総
選
挙
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
以
下
を
参
照
。
水
島
治
郎
「「
自
由
と
寛
容
」
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
あ
い
―
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
考
え
る
」『
世
界
』
九
七
五
号
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
、
一
三
一
―
一
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
３
）NRC,２５

novem
ber２０２３,“

D
e
rechtse

kiezer,óók
die

van
V
V
D
,sw

itchte
op

het
laatst

m
assaalnaar

W
ilders

en
bezorgde

de
PV

V
de

grote
w
inst.”

https: ／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２５／de-rechtse-kiezer-ook-die-van-vvd-sw
itchte-op-het-laatst-

m
assaal-naar-w

ilders-en-bezorgde-de-pvv-de-grote-w
inst-a ４１８２２４１?utm

_source=SIM
&
utm

_m
edium

=em
ail&

utm
_cam

paign=
N
ieuw

sbrieven&
utm

_content=nrcvandaag&
utm

_term
= ２０２３１１２５

（
４
）
自
由
党
の
投
票
者
の
特
徴
や
有
権
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、NRC,２５

novem
ber２０２３,“

H
oe

de
PV

V
deze

w
eek

niet
alleen

groter,m
aar

ook
breder

w
erd.”

https: ／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２５／hoe-de-pvv-deze-w
eek-niet-alleen-groter-m

aar-ook-
breder-w

erd-a ４１８２２４５

（
５
）NRC,２３

novem
ber２０２３,“

W
ie

bezorgde
PV

V
de

w
inst:D

ilan
Y
esilgöz

of
W

ilfred
Genee?”

https:／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／
２０２３／１１／２３／w

ie-bezorgde-de-pvv-de-w
inst-dilan-yesilgoz-of-w

ilfred-genee-a４１８２０４３

（
６
）FinancialTim

es,N
ovem

ber２４,２０２３,“
GeertW

ilders:the
anti-Islam

leader
vow

ing
to‘

putthe
D
utch

first.’”
https:／／w

w
w
.

ft.com
／content／b０eedc７２-b８３４-４def-８c７７-２７f０b２b７６８３２

（
７
）
な
お
、
し
ば
し
ば
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
治
家
の
躍
進
の
際
に
は
、
急
進
的
な
発
言
を
繰
り
返
す
当
該
政
治
家
に
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
が
集
中
し
、
そ

れ
が
さ
ら
な
る
支
持
拡
大
を
招
く
現
象
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
の
有
力
紙
Ｎ
Ｒ
Ｃ
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
今
回
の
選
挙
で
そ
の
よ
う
な
展

開
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
よ
る
と
、
選
挙
前
二
カ
月
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
の
扱
い
は
圧
倒
的
に
「
新
し
い
社
会
契
約
」
の
オ

ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
に
集
中
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
オ
ン
ト
ツ
ィ
ヒ
ト
は
一
四
九
回
登
場
し
、
テ
ィ
メ
ル
マ
ン
ス
は
一
〇
七
回
、
イ
エ
シ
ル
フ
ー
ス
が

七
四
回
の
と
こ
ろ
、
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
は
六
六
回
だ
っ
た
。
ウ
ィ
ル
デ
ル
ス
の
扱
い
は
、
他
の
有
力
政
党
リ
ー
ダ
ー
と
比
べ
て
も
少
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。NRC,２４

novem
ber

２０２３,“
In

de
cam

pagne
schreef

N
RC

ruim
tw

eem
aal

vaker
over

O
m
tzigt

dan
over

W
ilders.”

https: ／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２４／in-de-cam
pagne-schreef-nrc-ruim

-tw
eem

aal-vaker-over-om
tzigt-dan-over-w

ilders-a
４１８２１８６
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（
８
）NRC,

２５
novem

ber
２０２３,“

H
oe

de
PV

V
deze

w
eek

niet
alleen

groter,m
aar

ook
breder

w
erd.”

https:／／w
w
w
.nrc.nl／

nieuw
s／２０２３／１１／２５／hoe-de-pvv-deze-w

eek-niet-alleen-groter-m
aar-ook-breder-w

erd-a４１８２２４５
（
９
）NRC,２７

novem
ber２０２３,“

D
e
PV

V
speelt

op
safe

m
et

een
kandidatenlijst

van
loyale

leden”
https:／／w

w
w
.nrc.nl／nieuw

s／
２０２３

／１１
／２７

／pvv-speelt-op-safe-m
et-loyale-leden-a４１８２４８０

?utm
_source=

SIM
&

utm
_m

edium
=
em

ail&
utm

_cam
paign=

N
ieuw

sbrieven&
utm

_content=nrcvandaag&
utm

_term
= ２０２３１１２８

（
１０
）FinancialTim

es,N
ovem

ber２４,２０２３,“
Geert

W
ilders’w

in
in

D
utch

election
is

a
boon

for
Europe’s

far
right.”

https:／／
w
w
w
.ft.com

／content／e７b７b９３f-１６６f-４０４３-a１c４-a６９４３６９３f３３e

（
１１
）NRC,２９

novem
ber

２００３,“
T
im

m
erm

ans
kreeg

m
inder

dan
helft

stem
m
en

op
zijn

partij,kandidaten
m
et

GroenLinks-
achtergrond

populair.”
https: ／／w

w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２９／tim
m
erm

ans-kreeg-m
inder-dan-helft-stem

m
en-op-zijn-partij-

kandidaten-m
et-groenlinks-achtergrond-populair-a ４１８２６７７

（
１２
）EenVandaag,２３

novem
ber２０２３,“

K
iezers

N
SC,V

V
D

en
BBB

vinden
dat

hun
partijopen

m
oet

staan
voor

kabinet
m
et

Geert
W

ilders,ook
als

hij
prem

ier
w
ordt.”

https: ／／eenvandaag.avrotros.nl／panels／opiniepanel／alle-uitslagen／item
／kiezers-

nsc-vvd-en-bbb-vinden-dat-hun-partij-open-m
oet-staan-voor-kabinet-m

et-geert-w
ilders-ook-als-hij-prem

ier-w
ordt ／?__cf_chl_tk

=S ８LT
w１aU

duSCk５０S９５p４Q
ks０JvGS６３W

８GJy_zY９７B３０-１７００８３３４９７-０-gaN
ycGzN

D２U

（
１３
）N

RC,２６
novem

ber２００３,“
V
V
D
-leden

roeren
zich

over
gedoogrolD

ilan
Y
esilgöz

na‘
noodkreet

van
de

kiezer.’”
https:／／

w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２６／vvd-leden-roeren-zich-over-gedoogrol-dilan-yesilgoz-na-noodkreet-van-de-kiezer-a４１８２３０６

（
１４
）NRC,２７
novem

ber２０２３,“
In

zijn
colum

n
nam

Ronald
Plasterk

aleen
voorschot

op
de

form
atie.”

https:／／w
w
w
.nrc.nl／

nieuw
s／２０２３／１１／２７／een-oud-m

inister-die-in-colum
ns-links-en-rechts-uitdeelt-a４１８２４７８

（
１５
）NRC,１１

decem
ber２０２３,“

Plasterk:PV
V
,N

SC,V
V
D

en
BBB

kunnen
verder

praten
over

m
ogelijk

coalitieakkoord.”
https:

／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３
／１２

／１１
／plasterk-pvv-nsc-vvd-en-bbb-gaan-onderhandelen-over-m

ogelijk-coalitieakkoord-voor-
m
eerderheidscoalitie-a ４１８３９２６

（
１６
）NRC,１４

decem
ber２０２３,“

K
euze

voor
PV

V
’er

Bosm
a

als
voorzitter

w
eerspiegelt

nieuw
e

verhoudingen
in

T
w
eede

K
a-
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m
er.”

https:／／w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１２／１４／keuze-voor-pvver-bosm
a-als-voorzitter-w

eerspiegelt-nieuw
e-verhouding-in-

tw
eede-kam

er-a ４１８４３９８;NRC,１２
decem

ber２０２３,“
A
ls

invallend
K
am

ervoorzitter
houdt

PV
V
’er

M
artin

Bosm
a

gedachten
over‘

linkse
elites’

en‘
m
ulticulturalism

e’
voor

zich.”
https: ／／w

w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１２／１２／is-de-voorzittersham
er-bij-

m
artin-bosm

a-in-goede-handen-a ４１８４０７５

（
１７
）NRC,２４

novem
ber２０２３,“

D
e
w
instvan

radicaal-rechts
m
aaktduidelijk:dit

land
is

bezig
zichzelfafte

schaffen.”
https:／／

w
w
w
.nrc.nl／nieuw

s／２０２３／１１／２４／de-w
inst-van-radicaal-rechts-m

aakt-duidelijk-dit-land-is-bezig-zichzelf-af-te-schaffen-a４１８２１５９
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